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一般質問（1） 

東伏見駅東側の踏切

上向台小学校（向台町6丁目）

ゆ
と
り
あ
る
教
育
の
実
施
と
支
援
を 

ア
ス
タ
西
東
京
の
株
処
分
で
財
源
確
保 

倉
根
　
康
雄
（
共
産
） 

自
殺
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
拡
充
せ
よ 

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
） 

自
民
・
公
明
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守
れ 

国
保
料
を
軽
減
せ
よ 

葉
原
　
時
美
（
共
産
） 

開
発
に
左
右
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を 

障
害
者
へ
の
応
益
負
担
は
間
違
い
で
す 

大
川
　
真
理
（
共
産
） 

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を 

徹
底
し
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と 保

谷
　
清
子
（
共
産
） 

 
３０
人
程
度
の
少
人
数
学
級 

質
問
　
少
人
数
学
級
は
早
期
に

実
施
す
べ
き
課
題
。
大
工
場
撤

退
後
の
開
発
に
よ
る
教
室
不
足

を
理
由
に
先
送
り
す
る
な
。 

答
弁
　
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
検
討
項
目
に
含
ま
れ
る
。 

心
身
障
害
学
級
の
送
迎
バ
ス 

質
問
　
小
学
校
で
は
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
の
に
、
中
学
校
は

な
い
。
１
人
で
の
通
学
は
不
安

と
危
険
が
伴
う
。
運
行
せ
よ
。 

答
弁
　
新
た
な
運
行
は
厳
し
い
。 

意
見
　
小
学
校
ル
ー
ト
を
延
長

す
れ
ば
実
施
で
き
る
。
検
討
を
。 

北
原
家
族
農
園
が
閉
園 

質
問
　
12
月
閉
園
が
突
然
通
知

さ
れ
、
利
用
者
か
ら
代
替
地
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
東
大
農

場
用
地
を
利
用
で
き
な
い
か
。

農
場
側
は
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
。 

答
弁
　
借
り
る
方
向
で
交
渉
中
。 

田
無
保
育
園
の
委
託
に
つ
い
て 

質
問
　
保
育
士
の
経
験
年
数
や

年
齢
構
成
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
検
討
委
員
会
の
指
摘
事
項
に

つ
い
て
の
対
応
は
。 

答
弁
　
委
員
会
報
告
を
尊
重
し
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。 

ア
ス
タ
西
東
京
の
株
の
処
分
を 

質
問
　
市
保
有
の
株
式
４
億
円

余
は
税
金
で
あ
り
解
消
せ
よ
と

提
案
し
た
。
そ
の
後
、
額
面
５

万
円
の
株
を
５
万
４
千
円
で
自

己
株
式
取
得
す
る
と
の
提
示
を

受
け
た
が
、
市
の
対
応
は
。 

答
弁
　
価
格
は
妥
当
。
持
ち
株

比
率
を
１
｜
３
に
す
る
目
標
で
交

渉
し
た
い
。 

　
今
定
例
会
で
は
、
29
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
質
問
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の
も
と
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

※
会
議
録
（
２
月
上
旬
発
行
予
定
）
は
、
市
内
の
図
書

館
・
公
民
館
、
両
庁
舎
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
議

会
事
務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

凡　例 
西東京市議会公明党 
 
日本共産党西東京市議団 
 
自由民主党西東京市議団 
 
自由民主党 
民主党西東京 
生活者ネットワーク 
市民クラブ 
無所属 

（公明） 
 

（共産） 
 

（自民西） 
（自民） 
（民主） 
（生ネ） 
（市ク） 

（無所属） 

西東京市議会公明党 
 
日本共産党西東京市議団 
 
自由民主党西東京市議団 
 
自由民主党 
民主党西東京 
生活者ネットワーク 
市民クラブ 
無所属 

（公明） 
 

（共産） 
 

（自民西） 
（自民） 
（民主） 
（生ネ） 
（市ク） 

（無所属） 

○
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

　
平
成
１２
年
４
月
か
ら
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全

実
施
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

加
え
て
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
段
ボ

ー
ル
、
そ
の
他
の
紙
製
容
器

包
装
も
指
定
容
器
包
装
と
な

っ
た
。
数
千
種
類
に
も
な
る

と
い
う
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
を
総
称
し

て「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

と
い
う
。 

○
定
期
借
地
権 

　
契
約
期
限
到
来
時
の
契
約
更

新
が
な
い
借
地
権
の
こ
と
。

契
約
期
間
等
の
条
件
の
違
い

に
よ
っ
て
①
一
般
借
地
権
②

建
物
譲
渡
特
約
付
借
地
権
③

事
業
用
借
地
権
の
３
つ
の
形

態
が
あ
る
。 

○
高
次
脳
機
能
障
害 

　
言
語
・
注
意
・
認
知
・
行
為
・

記
憶
等
、
人
間
の
行
動
を
律

し
て
い
る
高
次
の
脳
機
能
の

障
害
の
こ
と
。
脳
の
損
傷
部

位
等
に
よ
っ
て
症
状
が
異
な

る
。
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に

く
く
、
見
え
ざ
る
障
害
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

○
道
路
位
置
指
定 

　
建
築
物
を
建
て
る
敷
地
が
建

築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く

道
路
へ
の
接
道
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
に
、
特
定

行
政
庁
が
一
定
の
基
準
に
適

合
す
る
私
道
を
道
路
位
置
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
。 

質
問
　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

の
実
施
と
結
果
の
公
表
、
予
算

配
分
の
差
別
、
学
校
選
択
制
の

ね
ら
い
は
競
争
と
ふ
る
い
分
け

に
あ
る
。 

　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
か
ら

の
離
脱
を
検
討
せ
よ
。 

教
育
長
　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
に
各
学
校
が
適
切
に
取
り
組

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。 

質
問
　
学
校
選
択
制
を
廃
止
の

方
向
で
検
討
せ
よ
。 

教
育
長
　
応
募
の
動
機
は
小
学

校
で
は
友
人
関
係
と
距
離
、
中

学
校
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
が
主
で
、

競
争
等
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。 

質
問
　
い
じ
め
に
対
す
る
本
市

の
取
り
組
み
を
問
う
。 

教
育
長
　
い
じ
め
は
ど
の
学
校

で
も
、
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
、
ど

の
子
ど
も
で
も
起
こ
り
得
る
。

小
さ
な
意
地
悪
の
段
階
か
ら
芽

を
摘
む
こ
と
が
大
事
だ
。 

　
各
学
校
に
は
、
学
級
替
え
や

欠
席
、
就
学
す
べ
き
学
校
の
変

更
な
ど
、
保
護
者
と
の
綿
密
な

連
携
の
も
と
、
適
切
に
対
応
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
相
談
だ
よ
り
、
家
庭
で
の

い
じ
め
発
見
ポ
イ
ン
ト
、
相
談

窓
口
の
紹
介
に
つ
い
て
学
校
に

情
報
提
供
し
、
支
援
し
て
い
る
。 

質
問
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
は
学

校
訪
問
相
談
員
を
週
１
回
半
日
、

中
学
校
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
週
１
日
配
置
し
て
い
る
。 

意
見
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

体
制
を
強
化
せ
よ
。 

質
問
　
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
の
生
活
実
態
は
。
老
年
者
控

除
の
廃
止
等
で
保
険
料
が
上
が

っ
て
い
る
。
軽
減
対
策
を
。 

市
長
　
国
保
加
入
者
世
帯
の
７

割
が
所
得
200
万
円
以
下
で
あ
る
。

６
割
、
４
割
の
保
険
料
軽
減
に

該
当
し
て
い
る
世
帯
が
全
体
の

約
３
割
。
ま
た
、
災
害
等
に
よ

り
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
減
免
と
な
る
。 

介
護
保
険
料
の
減
額
免
除
を 

質
問
　
介
護
保
険
１
号
被
保
険

者
は
、
所
得
200
万
円
以
下
が
75

％
で
２
万
６
千
920
人
い
る
。
３

％
の
保
険
料
軽
減
で
も
500
〜
600

万
円
あ
れ
ば
実
施
可
能
で
あ
る
。

９
月
現
在
使
え
る
基
金
が
36
億

円
余
も
あ
る
。
福
祉
の
底
上
げ

が
自
治
体
の
役
割
だ
。
減
税
廃

止
の
問
題
に
よ
る
市
民
の
声
と

平
成
19
年
度
の
年
金
世
帯
へ
の

影
響
を
問
う
。 

市
長
　
介
護
保
険
料
の
軽
減
は
、

国
の
責
任
で
行
う
よ
う
要
望
し

た
い
。 

税
務
部
長
　
電
話
で
は
税
額
の

大
幅
増
、
非
課
税
が
課
税
に
な

っ
た
と
い
う
声
が
ほ
と
ん
ど
。

窓
口
で
は
計
算
違
い
で
は
な
い

か
と
い
う
声
が
圧
倒
的
に
多
く
、

落
ち
つ
く
の
に
例
年
よ
り
４
週

間
は
ず
れ
込
ん
だ
。
65
歳
以
上

の
年
金
生
活
者
で
年
収
200
万
円

の
単
身
世
帯
は
平
成
17
年
度
非

課
税
か
ら
５
万
円
余
の
負
担
、

300
万
円
の
夫
婦
世
帯
で
は
17
年

度
の
３
万
４
千
円
余
か
ら
12
万

６
千
円
の
負
担
と
な
る
。 

質
問
　
東
京
都
の
小
・
中
学
校

の
医
療
費
助
成
（
３
割
の
自
己

負
担
額
中
１
割
分
を
助
成
）
事

業
を
実
施
せ
よ
。 

答
弁
　
多
摩
地
区
各
地
の
動
向

を
踏
ま
え
、
対
応
を
検
討
す
る
。 

質
問
　
就
学
援
助
事
業
の
実
施

状
況
は
。
制
度
充
実
を
求
め
る
。 

答
弁
　
三
多
摩
で
も
高
い
水
準

だ
。
認
定
基
準
は
下
げ
る
予
定
。 

質
問
　
学
校
図
書
館
専
門
員
の

１
校
１
名
配
置
を
求
め
る
。 

答
弁
　
２
校
１
名
を
維
持
す
る
。 

質
問
　
石
川
島
重
工
跡
地
計
画

は
、
市
民
説
明
会
を
再
度
実
施

し
、
情
報
提
供
と
合
意
形
成
を

図
れ
。
「
徳
洲
会
病
院
」
に
つ

い
て
は
市
民
の
不
安
に
対
応
を
。 

答
弁
　
市
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、

事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

道
路
の
拡
幅
等
は
検
討
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
・
保
育
園

の
設
置
要
望
は
事
業
者
に
伝
え

て
い
る
。
「
徳
洲
会
病
院
」
は
、

今
後
の
推
移
を
見
守
る
。 

質
問
　
東
伏
見
駅
の
東
西
踏
切

が
狭
く
危
険
だ
。
拡
幅
す
る
な

ど
の
安
全
対
策
を
求
め
る
。 

答
弁
　
市
内
の
踏
切
に
つ
い
て

は
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
事

業
者
と
協
議
を
始
め
て
い
る
。 

質
問
　
調
布
保
谷
線
の
進
捗
状

況
と
市
の
対
応
を
問
う
。 

答
弁
　
平
成
18
年
度
に
は
90
％

の
用
地
買
収
の
見
込
み
。 

質
問
　
早
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
通
り

（
市
道
113
号
線
）
の
危
険
状
況

に
対
す
る
対
策
を
求
め
る
。 

答
弁
　
整
備
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

上
向
台
小
教
室
確
保
に
つ
い
て 

質
問
　
上
向
台
小
学
校
は
、
大

規
模
開
発
に
よ
り
児
童
数
が
急

増
し
、
普
通
教
室
を
増
築
し
た
。

さ
ら
な
る
教
室
不
足
の
検
討
は
。 

教
育
長
　
平
成
23
年
に
28
学
級

ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
校
舎
増
築
、
学
区
域
の

見
直
し
な
ど
、
児
童
、
保
護
者
、

地
域
へ
の
影
響
が
極
力
減
少
で

き
る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。 

質
問
　
ま
ち
づ
く
り
が
開
発
に

振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
規
制
が

必
要
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
規
制
は
慎
重
に
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。 

介
護
保
険
に
つ
い
て 

質
問
　
軽
度
の
利
用
者
は
、
ベ

ッ
ド
の
レ
ン
タ
ル
を
制
限
さ
れ

た
。
東
京
都
は
介
護
ベ
ッ
ド
購

入
費
を
半
額
補
助
す
る
が
、
こ

の
制
度
を
採
用
す
る
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
実
施
の
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。
対
象
者
は

384
人
、
市
負
担
分
は
お
お
よ
そ

１
千
万
円
の
見
込
み
。 

質
問
　
介
護
予
防
訪
問
介
護
は

同
居
者
が
い
る
と
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
が
ど
う
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
一
律
に
利
用

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て 

質
問
　
応
益
負
担
は
間
違
い
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

国
の
軽
減
策
が
不
十
分
な
た
め
、

自
治
体
の
独
自
減
免
が
広
が
っ

て
い
る
。
実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

市
長
　
国
の
制
度
を
改
正
す
る

必
要
は
感
じ
て
い
る
。
国
・
都

に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


